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(57)【要約】
　再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージは、容器と、閉
鎖キャップと、を含む。容器は、長手方向中心軸と、仕
上げ部分と、を有する。仕上げ部分は、雄ねじと、環状
リップと、密閉面と、を含む。雄ねじは、約１３度の対
称的なフランク角を有する、１．５回転の完全なねじ山
を含む。リップは、中心軸に対して直角の平面から約０
度～約５度の角度で、首部から半径方向内向きに延在す
る。密閉面は、リップの外面にある。閉鎖キャップは、
円周縁部を画定する端部壁と、端部壁から突出する環状
スカートと、環状スカートの内面に画定される雌ねじと
、を含む。雌ねじは、雄ねじとねじ係合可能である。雌
ねじは、ＳＰ４００Ｆｉｎｉｓｈ用の「Ｍ」字状の断面
を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージであって、
　容器であって
　　長手方向中心軸、と
　　前記容器の首部に形成される仕上げ部分であって、
　　　前記仕上げ部分に確立される一条螺旋雄ねじ構成であって、前記雄ねじ構成が、前
記約１．５回転の連続するねじ山の完全なねじ山プロファイルを含み、前記完全なねじ山
プロファイルが、約１３度の対称的な雄ねじフランク角を有する、一条螺旋雄ねじ構成と
、
　　　前記中心軸に対して直角の平面から約０度～約５度の角度で、前記首部の内径から
半径方向内向きに延在する弾性環状リップと、
　　　前記環状リップの外面に配置される密閉面と、を含む、仕上げ部分と、を含む、容
器と、
　閉鎖キャップであって、
　　円周縁部を画定する端部壁と、
　　前記端部壁から突出する環状スカートと、
　　前記環状スカートの内面に画定される雌ねじと、を含み、
　　　前記雌ねじが、前記雄ねじ構成とねじ係合可能であり、
　　　前記雌ねじが、ＳＰ４００フィニッシュ用の「Ｍ」字状の断面を有する、閉鎖キャ
ップと、
　を備える、前記再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージ。
【請求項２】
　前記管状リップの遠位にある前記首部の外面に配置される隆起した環状首部ビードと、
　前記環状リップからの距離が増加するにつれて直径が増加する、前記隆起した環状首部
ビードの円錐台形状表面と、
　前記円錐台形面の最大直径の場所に画定される、前記隆起した環状首部ビードの円筒面
と、
　前記長手方向中心軸に対して垂直な仕上げ底部平面を画定する、環状リップの遠位にあ
る前記円筒面の縁部と、を更に備える、請求項１に記載の前記再密閉可能な容器及び閉鎖
パッケージ。
【請求項３】
　前記閉鎖キャップを前記容器に設置したときに、前記密閉面を密閉係合するように前記
閉鎖キャップに配置される、隆起した環状キャップビードを更に備える、請求項１に記載
の前記再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージ。
【請求項４】
　前記端部壁からの前記中心軸に対してほぼ平行に延在する、環状プラグシールを更に備
え、
　前記環状プラグシールが、前記首部の前記内径よりも約０．１９インチ大きい、非応力
状態のプラグシール外径を有し、
　前記環状プラグシールが、前記環状プラグシールの先端に外側フィレットまたは面取り
を有し、
　前記閉鎖キャップが前記容器に設置されたときに、前記環状プラグシールが、前記環状
リップに密閉係合して、前記環状リップとの締まり嵌めを形成する、請求項３に記載の前
記再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージ。
【請求項５】
　前記閉鎖キャップが前記容器に設置されたときに、前記閉鎖キャップと前記容器との間
に密閉ガスケットを形成するように、前記閉鎖キャップの前記端部壁の内面と接触して保
持される、ライナーディスクと、
　前記閉鎖キャップが前記容器から分離されたときに、前記ライナーディスクを保持する
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ために前記環状スカートの前記内面に画定される、複数のライナー保持ラグと、を更に備
える、請求項１に記載の前記再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージ。
【請求項６】
　前記雄ねじ構成が、８８．７３（ｍｍ）ミリメートル～８９．６３ｍｍの大径を有し、
　前記雄ねじ構成が、８５．６８ｍｍ～８６．５８ｍｍの小径を有し、
　前記首部が、７３．６６ｍｍの最小内径を有し、
　前記環状リップの頂縁部が、前記再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージの密閉容積の遠
位にあり、前記環状リップの前記頂縁部が、前記小径よりも７．６２ｍｍ小さい内側リッ
プ直径を画定し、
　前記環状リップの前記頂縁部と前記雄ねじ構成との間の最短距離が、３．２３ｍｍ～３
．９９ｍｍであり、
　前記環状リップの前記頂縁部と、８７．８９ｍｍ～８８．３９ｍｍのビード表面直径で
測定した前記隆起した環状首部ビードの前記円錐台形面との間の最短距離が、１５．０６
ｍｍ～１５．８２ｍｍであり、
　前記円錐台形面の最大直径が、８９．９２ｍｍ～９０．４２ｍｍであり、
　前記環状リップの前記頂縁部と前記仕上げ底部平面との間の垂直距離が、１６．３２ｍ
ｍ～１７．０８ｍｍである、請求項１に記載の前記再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージ
。
【請求項７】
　前記閉鎖キャップを前記容器に設置した状態で、前記再密閉可能な容器及び閉鎖パッケ
ージが、約０．５ガロン（１．８９リットル）の内部容積を有する、請求項１に記載の前
記再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージ。
【請求項８】
　前記閉鎖キャップを前記容器に設置した状態で、前記再密閉可能な容器及び閉鎖パッケ
ージが、約１クォート（０．９５リットル）の内部容積を有する、請求項１に記載の前記
再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージ。
【請求項９】
　前記閉鎖キャップを前記容器に設置した状態で、前記再密閉可能な容器及び閉鎖パッケ
ージが、約１．５クォート（１．４２リットル）の内部容積を有する、請求項１に記載の
前記再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージ。
【請求項１０】
　前記閉鎖キャップを前記容器に設置した状態で、前記再密閉可能な容器及び閉鎖パッケ
ージが、前記容器の底部を１２フィートの高さから中実のコンクリート床に衝突させる落
下試験の後に、いかなる可視的な水漏れも生じない、請求項１に記載の前記再密閉可能な
容器及び閉鎖パッケージ。
【請求項１１】
　前記閉鎖キャップを前記容器に最初に設置した後に標本に対して行われる落下試験と、
その後の、前記閉鎖キャップを前記容器に３回目に設置した後に前記同じ標本に対して行
われる落下試験との間で、前記標本の密閉性能が低下することなく、前記閉鎖キャップが
、前記再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージの前記標本に関して、少なくとも３回、前記
容器に対して取り外し可能かつ再設置可能である、請求項１０に記載の前記再密閉可能な
容器及び閉鎖パッケージ。
【請求項１２】
　前記閉鎖キャップを、前記閉鎖キャップの部分間の脆弱接続部に打ち勝つことなく、前
記閉鎖キャップの前記容器への最初の設置後に、前記容器から取り外すことができる、請
求項１０に記載の前記再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　汎用着色剤などのいくつかの分散体に基づく着色剤は、１クォートの金属缶にパッケー
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ジされる。着色剤分配器に充填するために、金属缶は、開けるための様々なツールが必要
である。そのような着色剤分配器は、１つ以上の着色剤をベース塗料に提供して、所望の
色の塗料を提供するために使用される。汎用の分散体に基づく着色剤の金属缶を開けるた
めに使用される一般的な方法は、カーペットナイフ、及び「チャーチキー」型の三角形の
缶切りによるものである。開けるための器具及び使用方法はどちらも、着色剤を注ぐべき
小さい開口部を缶の頂部に残す。この開口部により、分配器に加えるのに時間がかかるこ
とになり、金属容器を完全に空にすることができず、また、容器を適切に洗浄して環境に
優しい処理を行うために、この開口部を利用することができない。
【０００２】
　日常的に着色剤分配器に充填する際には、多数の１クォート容器が必要である。この分
配器の再充填過程は、かなりの時間的拘束を必要とする。典型的に、混合して均一な着色
剤を提供するためには、分配器に充填する前に、着色剤を収容している容器を、従来の塗
料混合機などにおいて振り混ぜる。従来の塗料混合機の例は、頂板と底板との間に容器を
挟持し、容器を激しく振り混ぜて、内容物を混合する。いくつかの事例において、トレイ
シェーカーは、同時に複数の容器を保持して混合する。そのような機器での混合には、約
３～５分かかる。１クォート全ての着色剤を使用しない場合、容器は、翌日まで保管され
る。部分的に充填して空いた容器を再密閉するいかなる方法もなく、容器の潜在的な汚染
、流出、成分の蒸発を生じさせ、また、再混合を不可能にする。全てのキャニスタへの充
填が完了した時点で、全ての１クォート缶は、通常の廃棄物として処分される。リサイク
ルすることはできない。
【０００３】
　本開示の実施例の特徴及び利点は、以下の詳細な説明及び図面を参照することにより明
らかになり、図中、同じ参照番号は、類似しているが可能性として同一でない、構成要素
に対応する。簡潔にするために、上で説明される機能を有する参照番号または特徴は、そ
れらが現れる他の図面と関連して説明される場合があり、または説明されない場合がある
。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】本開示による、再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージの一実施例の分解側面図で
ある。
【図２】閉鎖キャップを容器に設置した状態の、図１に表される再密閉可能な容器及び閉
鎖パッケージの実施例の側面図である。
【図３】本開示による、再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージの別の実施例の分解斜視図
である。
【図４】図１に表される再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージの実施例の分解斜視図であ
る。
【図５】本開示による、再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージの更なる実施例の分解斜視
図である。
【図６】本開示の容器の一実施例の首部仕上げ部分の側面図である。
【図７】図６に示される実施例の首部仕上げ部分のねじ山プロファイルの詳細を表す拡大
側面図である。
【図８】本開示による、閉鎖キャップの一実施例の平面図である
【図９】図８に表される閉鎖キャップの実施例の側断面図である。
【図１０】図８に表される閉鎖キャップの実施例の別の側断面図である。
【図１１】図１０に表される閉鎖キャップの一部分の拡大側断面図である。
【図１２】図１１に表される閉鎖キャップの一部分の更なる拡大側断面図である。
【図１３】閉鎖キャップ及び容器の係合の詳細を表す、再密閉可能な容器及び閉鎖パッケ
ージの一部分の拡大側断面図である。
【図１４】本開示による、ライナーを有する閉鎖キャップの一実施例の側面断面図である
。
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【発明を実施するための形態】
【０００５】
　本開示のプラスチック容器のいくつかの実施例は、色素固体が分離することなく液体溶
液中に懸濁された維持を維持するように、一般に、液体ビヒクル、一般的には界面活性剤
の混合物中に分散する１０％を超える色素固体を含有する、分散体に基づく着色剤、例え
ば汎用着色剤を保管するために使用することができる。本開示の容器の実施例は、液体着
色剤を保管し、様々な塗料ベースからカスタマイズした色を作るために使用される塗料分
配機械の中へ分配するために使用される。本開示の容器は、上に記載されるように、塗料
を形成するための日常的な着色剤分配器の充填の改善を提供する。したがって、開け易い
こと、完全に再密閉可能であること、充填速度が速いこと、並びに処分するために、及び
リサイクルできるようにするために容易に洗浄されることが、本開示の容器の望ましい特
性であり得る。プラスチック容器は、補強特徴を含み、よって、容器は、着色剤の均質性
を提供するために必要である混合または振盪中に、容器に広がる力に耐えることができる
。なお更に、本明細書で開示される再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージの実施例の密閉
及び閉鎖キャップの保持能力は、容器及び閉鎖パッケージの最初の開口及びその後の再密
閉によって減弱されない。
【０００６】
　容器の首部に係合する閉鎖キャップの環状スカート部分の安全部分を有するプラスチッ
ク容器及び閉鎖パッケージを試験した。試験は、安全部分がキャップの係合解除を防止し
、それによって、落下試験中にパッケージの内容物が漏出することを防止することを示し
た。例えば、既存の閉鎖キャップを容器から回して外すことができるようにする前に、脆
弱安全ストリップまたはジップストリップを取り外さなければならない。しかしながら、
試験は、既存の閉鎖キャップを容器に再設置した場合に、同じ落下試験中に密閉されたパ
ッケージの漏出が生じることを示した。
【０００７】
　漏出は、着色水を充填した容器を一片の吸い取り紙の上に容器を横にして配置すること
によって判定することができる。適切な期間の後、例えば５分後に、いかなる水も視認さ
れなければ、その容器には漏出が生じていない。容器の圧力に対する周囲の気圧は、ゼロ
ゲージ圧力～１／２大気（５０．６キロパスカル）真空の範囲になり得る。真空試験は、
漏出の可能性を増加させ得る高さの変化の影響をシミュレーションする、より厳しい試験
である。
【０００８】
　ＡＳＴＭインターナショナルは、Ｄ２９１１－１０、「プラスチック瓶に関する寸法及
び許容差の標準仕様」（Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　Ｄｉ
ｍｅｎｓｉｏｎｓ　ａｎｄ　Ｔｏｌｅｒａｎｃｅｓ　ｆｏｒ　Ｐｌａｓｔｉｃ　Ｂｏｔｔ
ｌｅｓ）を発行した。標準ねじの例は、Ｄ２９１１－１０の図１に表されるように、「Ｍ
」字状のねじ山を有する８９　ＳＰ４００である。
【０００９】
　既存の閉鎖キャップの標準噛合ねじと組み合わせられる既存の容器の標準ねじは、安全
機能がなければ落下試験で漏出を起す可能性がある。いくつかの既存の容器及び閉鎖キャ
ップの組み合わせは、変形可能なロック部分を有するか、または既存の閉鎖キャップを容
器から取り外すことができるようにする前に変形させる必要がある子供に安全なタブを有
する。
【００１０】
　いくつかの事例において、既存の閉鎖キャップは、金型のキャップを回して外すことな
く、製造金型からキャップを取り出すことを可能にする断続ねじ山を伴って製作される。
金型からキャップを取り出すことができるようにし、それによって、大量生産のコストを
低減する同じ機構もまた、安全特徴なしで試験したときに落下試験中に既存のキャップに
漏出を生じさせると考えられる。
【００１１】
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　Ｄ２９１１－１０は、ＳＰ４００フィニッシュについて、最低で完全１回転のねじ山を
要求している。本開示では、最低で完全１．５回転のねじ山が使用される。このように標
準最低値を５０パーセントの増加させたことで、キャップをボトルに設置したときに、よ
り強いねじ山係合を可能にする。
【００１２】
　既存の容器／閉鎖パッケージとはかなり対照的に、本開示の実施例は、本開示の閉鎖キ
ャップをより多い回転数係合する、強力なねじ山を有する。これまで知られていなかった
首部仕上げと、本明細書に記載される強力なねじ山及び再密閉可能なシールを有する閉鎖
キャップとの組み合わせは、落下試験において、容器及び閉鎖パッケージが、閉鎖キャッ
プを取り外し、再設置した後にも、閉鎖キャップを最初に設置した後に容器及び閉鎖パッ
ケージが機能するのと同じように機能する、再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージを提供
する。首部仕上げ、及びプラスチック容器を伴う閉鎖キャップに対する改善の組み合わせ
は、分散体に基づく色素の容器として、特定の有用性を提供することができる。
【００１３】
　本開示の再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージの実施例は、図１及び図２に示され、ま
た、全般的に参照番号１０で表される。例えば１クォート（０．９５リットル）、１．５
クォート（１．４２リットル）、及び０．５ガロン（１．８９リットル）サイズの容器を
、容器１１を形成することができる任意の方法によって形成することができる。容器１１
を形成することができる方法の一例は、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）からの押出ブロ
ー成型である。本明細書で開示される容器の実施例は、ポリプロピレン（ＰＰ）またはポ
リエチレンテレフタル酸塩（ＰＥＴ）を含む他のプラスチックから成型することができる
。図１を参照すると、再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージ１０は、円形断面（図８を参
照されたい）である首部１２を有する容器１１を含む。首部１２は、少なくとも５０ｍｍ
の直径の広口を有する。少なくとも６０ｍｍの直径も有用であり、特に、７０～１００ｍ
ｍまたはそれ以上の直径が想定される。首部１２は、閉鎖キャップ１４によって密閉する
ことができ、また、閉鎖キャップ１４を首部１２に対して連続して開口及び閉鎖して、容
器１１の内部空間内の内容物を分配し効果的に密閉することを可能にするように構成する
ことができる。図１には、閉鎖キャップ１４が示され、閉鎖キャップ１４の内部空間内に
含まれる螺旋ねじ山が首部１２のねじ山１６に合致する。示されるように、首部１２は、
隆起した環状首部ビード１８を含む。
【００１４】
　首部１２から延在して、容器１１は、首部１２よりも大きい直径である肩部２０を含む
。実施例において、肩部２０は、全体を通して円形断面を有することができる。しかしな
がら、本開示の他の実施例では、他の断面形状も可能であり、例えば、楕円断面、長方形
断面、及び正方形断面も本明細書で開示される。円形断面を維持することによって、本開
示の容器を、既存の塗料缶取り扱い機器により容易に嵌合させることができると考えられ
る。
【００１５】
　図１に表される実施例において、肩部２０は、首部１２から漸進的に拡大する。図３及
び図５に表される実施例に示されるように、肩部の他の実施例を提供することができる。
肩部２０の下側は、容器１１の円筒本体２２である。本体２２は、均一な外壁を有し、ま
た、ほぼ全体にわって円形断面を有することができる。肩部２０と同様に、本体２２には
、円形断面以外を提供することができる。
【００１６】
　参照番号２４によって示される容器１１の握り部分は、複数の円周方向に離間配置され
たリブ２６を含み、これらのリブは、プラスチック容器１１の強度を増加させ、また、容
器１１を従来の塗料混合機器で使用することを可能にし、それでも、そのような機器での
激しい振盪中に、容器１１の完全性を維持する。リブ２６は、図１に示されるように、容
器１１の内部空間に向かって延在する凹みである。リブ２６は、図１に示されるような凹
み、または図３においてリブ２６’によって示されるような外面からの突出部の形態とす
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ることができることを理解されたい。
【００１７】
　容器１１は、別々に成型するか、または別々に形成し、その後に、容器１１に加える必
要がある、いかなるハンドルアクセサリも含まない。更に、本開示の容器１１は、容器１
１から横方向に延在または突出する、いかなるハンドル構成も含まない。したがって、容
器１１の金型は、比較的単純な構造であり、また、均一な厚さを獲得し易い比較的容易な
成型を可能にする。
【００１８】
　図３は、本開示による、再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージ１０’の別の実施例の分
解斜視図である。図３に示されるプラスチック容器１１’は、例えば、１クォート（０．
９５リットル）、１．５クォート（１．４２リットル）、及び０．５ガロン（１．８９リ
ットル）サイズに製作することができる。容器１１’は、上で説明される容器１１を形成
するために使用されるように、プラスチック材料から押出ブロー成型によって形成するこ
とができる。容器１１’は、円形断面（図８を参照されたい）である首部１２を含む。図
４に表される首部１２は、図１に表される首部１２と同一である。このように、首部１２
は、同じく図１に表される閉鎖キャップ１４と同一である閉鎖キャップ１４によって密閉
することができ、また、閉鎖キャップ１４を首部１２に対して連続して開口及び閉鎖して
、容器１１’の内部空間内の内容物を分配し効果的に密閉することを可能にするように構
成することができる。図３に表されるように、首部１２は、閉鎖キャップ１４の内部空間
に含まれるねじ山に合致する、螺旋ねじ山１６を含む。首部１２も同様に、図１に表され
る隆起した環状首部ビード１８と同一である、隆起した環状首部ビード１８を含む。
【００１９】
　首部１２の下側で、容器１１’は、首部１２よりも大きい直径である肩部２０を含む。
肩部２０’は、好ましくは、全体を通して円形断面を有する。容器１１’と図１の容器１
１との特定の違いは、肩部２０’の形状である。肩部２０’は、容器１１の肩部２０と比
較して肩部２０’よりも小さい直径を有する握り部分２４’と最終的に融合する、丸みの
ある形状であり、該形状は、首部から握り部分２４まで拡大し、本体部分２２と融合する
まで拡大し続ける。
【００２０】
　円周握り部分２４’は、容器１１’の周りの円周凹みの形態で、肩部２０’と本体２２
’との間に位置付けられる。握り部分２４’は、肩部２０’及び本体２２’の双方の外径
よりも小さい外径を有し、ユーザが、容器１１’を片手で、典型的には手の親指と人差し
指との間で保持することを可能にする。図１に表される容器１１と同様に、図３に表され
る容器１１’は、別々に成型するか、または別々に形成し、その後に、容器に加える必要
がある、ハンドルアクセサリを含まない。更に、本開示の容器１１’は、容器１１’から
横方向に延在または突出する、いかなるハンドル構成も含まない。したがって、容器１１
’の金型は、比較的単純な構造であり、また、均一な厚さを獲得し易い比較的簡単な成型
を可能にする。細い直径の握り部分２４’は、頂部から底部まで本開示の容器１１’の円
形断面を維持し、また、本開示の容器１１’を、従来の塗料缶取り扱い及び振盪機器で利
用することを可能にする。
【００２１】
　容器１１’をある程度強化するために、握り部分２４’は、握り部分２４’に沿って円
周方向に離間され、該握り部分の中へ成型される、複数の垂直リブ２６’を含む。リブ２
６’は、図３に示されるように外面からの突出部とすることができ、または図１及び図５
にそれぞれ例示される容器１１、１１’’に示されるような凹みとすることができる。リ
ブ２６’は、容器１１’の強度を高め、また特に、従来の塗料混合機器で行われる激しい
振盪に耐える強度を提供する。
【００２２】
　肩部２０’の下側は、容器１１’の円筒本体２２’である。本体２２’は、均一な外壁
、及びほぼ全体にわたる円形断面を有する。本体２２’には、円形断面以外を提供するこ
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とができる。
【００２３】
　図４は、図１に表される再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージ１０の実施例の分解斜視
図である。
【００２４】
　図５は、本開示による、再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージ１０’’の更なる一実施
例の分解斜視図である。図５には、本開示のプラスチック容器１１’’の更に別の実施例
が示される。プラスチック容器１１’’は、容器１１及び１１’と同じプラスチック材料
で形成することができる。ここでも、容器１１’’は、任意の適切な成型技法によって形
成することができる。図５に表される首部１２は、図１に表される首部１２と同一である
。このように、首部１２は、同じく図１に表される閉鎖キャップ１４と同一である閉鎖キ
ャップ１４によって密閉することができ、また、閉鎖キャップ１４を首部１２に対して連
続して開口及び閉鎖して、容器１１’’の内部空間内の内容物を分配し効果的に密閉する
ことを可能にすることができる。図５に表されるように、首部１２は、閉鎖キャップ１４
の内部空間に形成されるねじ山に合致する、螺旋ねじ山１６を含む。首部１２も同様に、
図１に表される隆起した環状首部ビード１８と同一である、隆起した環状首部ビードを含
む。
【００２５】
　図５に表される容器１１’’の握り部分２４’’は、図３に表される容器１１’のよう
に、円周の窪んだリングによって形成されない。しかしながら、容器１１’’の握り部分
２４’’は、複数の円周方向に離間配置されたリブ２６’’を含み、これらのリブは、プ
ラスチック容器１１’’の強度を増加させ、また、容器１１’’を既存の塗料混合機器で
使用することを可能にし、それでも、そのような機器での激しい振盪中に、容器１１’’
の完全性を維持する。リブ２６’’は、図５に示されるように、凹みであり、または、換
言すれば、容器１１’’の内部空間に向かって延在する。リブ２６’’は、図１に示され
るような凹み、または図３においてリブ２６’によって示されるような外面からの突出部
の形態とすることができることを理解されたい。
【００２６】
　握り部分２４’’の下側は、本体部分２２’’である。本体部分２２’’は、均一な外
壁、及びほぼ全体にわたる円形断面を有することができる。同様に、握り部分２４’’及
び首部１２は、円形断面を有することができる。容器１１’’の握り部分２４’’は、首
部１２から本体部分２２’’まで拡大させることができる。
【００２７】
　図６は、本開示の容器１１、１１’、１１’’の一実施例の首部仕上げ部分３０の側面
図である。図７は、図６に示される実施例の首部仕上げ部分のねじ山プロファイルの詳細
を表す拡大側面図である。再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージ１０、１０’、１０’’
（図１、図３、及び図５）は、容器１１、１１’、１１’’及び閉鎖キャップ１４、１４
’を含む。容器１１、１１’、１１’’は、容器１１、１１’、１１’’の首部１２に形
成される長手方向中心軸３２及び仕上げ部分３０を含む。仕上げ部分３０は、仕上げ部分
３０に確立される、一条螺旋雄ねじ構成１６を含む。雄ねじ構成１６は、約１．５回転の
連続するねじ山の完全なねじ山プロファイル３４を含む。完全なねじ山プロファイル３４
は、約１３度の対称的な雄ねじフランク角３６を有する。
【００２８】
　本明細書で使用するときに、用語「フランク角」は、軸平面において測定される個々の
フランクと中心軸３２に対して垂直な面との間の角度を意味する。本明細書で使用すると
きに、用語「フランク」は、ねじ山の頂上と谷底とを接続するいずれかの表面を意味する
。本明細書で使用するときに、用語「頂上」は、ねじ山のフランクにつながり、ねじ山が
突出する円筒から最も遠くにある表面を意味する。雄ねじの頂上は、雄ねじの大径にあり
、一方で、雌ねじの頂上は、雌ねじの小径にある。本明細書で使用するときに、用語「谷
底」は、２つの隣接するねじ山のフランクにつながる表面を意味する。本明細書で使用す
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るときに、完全なねじ山プロファイル３４は、頂上及び谷底の完全な形態を有するねじ山
プロファイルである。完全なねじ山プロファイル３４は、ねじ山に沿ってほぼ一定である
。完全なプロファイルは、導入部分を含まない。ねじ山は、全くねじ山のない状態（すな
わち、螺入物体のねじなし部分）から完全に発達したねじ山までねじ山プロファイルが漸
進的に変化する、導入部分を有することができる。ねじ山のそのような導入部分は、ねじ
山と噛合部品の噛合ねじ山との位置合わせをより容易に行うことができる。
【００２９】
　更に図６及び図７を参照すると、仕上げ部分３０は更に、中心軸３２に対して直角の平
面４４から約０度～約５度の角度４２で、首部１２の内径４０から半径方向内向きに延在
する弾性環状リップ３８を含む。仕上げ部分３０はなお更に、弾性環状リップ３８の外面
４８に配置される、密閉面４６を含む。
【００３０】
　隆起した環状首部ビード１８は、環状リップ３８の遠位にある、首部１２の外面５６に
配置される。隆起した環状首部ビード１８の円錐台形面６４は、環状リップ３８からの距
離が増加するにつれて、直径が増加する。隆起した環状首部ビード１８の円筒面６６は、
円錐台形面６４の最大直径６８で画定される。環状リップ３８の遠位にある円筒面６６の
縁部７０は、長手方向中心軸３２に対して垂直な仕上げ底部平面７２を画定する。
【００３１】
　雄ねじ構成１６は、８８．７３（ｍｍ）ミリメートル～８９．６３ｍｍの大径Ｔを有す
る。雄ねじ構成１６は、８５．６８ｍｍ～８６．５８ｍｍの小径Ｅを有する。首部１２は
、７３．６６ｍｍの最小内径Ｉを有する。
【００３２】
　環状リップ３８の頂縁部９２は、再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージ１０、１０’、
１０’’の密閉容積９４の遠位にある。環状リップ３８の頂縁部９２は、小径Ｅよりも７
．６２ｍｍ小さい、内側リップ直径９６を画定する。環状リップ３８の頂縁部９２と雄ね
じ構成１６との間の最短距離Ｓは、３．２３ｍｍ～３．９９ｍｍである。環状リップ３８
の頂縁部９２と、円錐台形面６４と長手方向中心軸３２と同軸な直径８７．８９ｍｍ～８
８．３９ｍｍの円筒との交差点で測定した隆起した環状首部ビード１８の円錐台形面６４
との最短距離Ｈは、１５．０６ｍｍ～１５．８２ｍｍである。円錐台形面の最大直径６８
は、８９．９２ｍｍ～９０．４２ｍｍである。環状リップ３８の頂縁部９２と仕上げ底部
平面７２との間の垂直距離Ｈ２は、１６．３２ｍｍ～１７．０８ｍｍである。
【００３３】
　パッケージ１０、１０’、１０’’は更に、閉鎖キャップ１４、１４’を含む。図８～
図１２は、本開示による、閉鎖キャップ１４の一実施例を表す。本開示の実施例において
、閉鎖キャップ１４は、耐衝撃性コポリマーから成型することができる。本開示の耐衝撃
性コポリマーの一例は、１パーセントのＫｅｍａｍｉｄｅ（登録商標）Ｅ（Ｃｈｅｍｔｕ
ｒａ　Ｃｏｒｐ．，本社Ｐｈｉｌａｄｅｌｐｈｉａ、ＰＡから入手可能）を有するＰｉｎ
ｎａｃｌｅ　ＰＰ　３２２０ポリプロピレン衝撃コポリマー（Ｐｉｎｎａｃｌｅ　Ｐｏｌ
ｙｍｅｒｓ、Ｇａｒｙｖｉｌｌｅ、ＬＡから入手可能）である。耐衝撃性コポリマーは、
本開示の再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージの優れた落下試験性能に寄与すると考えら
れる。閉鎖キャップ１４は、円周縁部５２を画定する端部壁５０を含む。閉鎖キャップ１
４は、端部壁５０から突出する環状スカート５４を有する。隆起した環状キャップビード
７４は、閉鎖キャップ１４に配置されて、閉鎖キャップ１４が容器１１、１１’、１１’
’に設置されたときに密閉面４６に密閉係合する。雌ねじ６０は、環状スカート５４の内
面６２に画定される。雌ねじ６０は、雄ねじ構成１６とねじ係合可能である（図１３を参
照されたい）。雌ねじ６０は、ＳＰ４００フィニッシュ用の「Ｍ」字状の断面を有する（
ＡＳＴＭ　Ｄ２９１１－１０を参照されたい）。しかしながら、ＳＰ４００フィニッシュ
と噛合する「Ｍ」字状の断面が使用されているが、本開示の容器は、ＳＰ４００フィニッ
シュを有しないことを理解されたい。更に、標準仕上げと噛合させるには標準キャップが
選択されるので、このキャップは標準キャップではない。
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【００３４】
　当業界においては、標準首部仕上げ及びキャップの使用が求められている。典型的には
、標準首部仕上げが選択され、選択した首部仕上げに合致するように標準キャップが選択
される。標準でない閉鎖具を開発するには、ツーリングを設計及び創作し、次いで、容器
／キャップの試験を繰り返すことが必要である。容器の市場では価格競争が激しく、した
がって、標準部品から逸脱することは極端に高価になると考えられている。それでもなお
、本開示の発明者らは、プラスチック容器用のあらゆる既存の閉鎖具及び首部仕上げに勝
る特性を有する閉鎖具及び首部仕上げの創作に努めた。図９に示されるように、円周縁部
５２の外径ＴＣ１は、８９．２０ｍｍである。環状スカート５４は、円周縁部５２に対向
する８５．９８ｍｍの内壁直径ＥＣ１を有する。雌ねじ６０は、８６．１１ｍｍの小径Ｅ

Ｃ２を有する。雌ねじ６０は、８９．３８ｍｍの大径ＴＣ２を有する。端部壁の厚さは、
１．６ｍｍである。
【００３５】
　図８～図１２に表される本開示の実施例において、環状プラグシール７６は、端部壁５
０から中心軸３２に対してほぼ平行に延在することができる。環状プラグシール７６は、
首部１２の内径４０よりも約０．１９インチ（４．８３ｍｍ）大きい、７８．４９ｍｍの
非応力状態のプラグシール外径７８を有することができる。環状プラグシール７６は、環
状プラグシール７６の先端８２に外側フィレットまたは面取り８０を有することができる
。閉鎖キャップ１４が容器１１、１１’、１１’’に設置されたときに、環状プラグシー
ル７６は、環状リップ３８に密閉係合して、環状リップ３８との締まり嵌めを形成するこ
とができる（図１３を参照されたい）。
【００３６】
　図１０は、環状プラグシール７６を有する閉鎖キャップ１４の更なる寸法を表す。閉鎖
キャップ１４のねじ付き部分の下側で、環状スカート５４は、約９３．９８ｍｍの外径５
７及び約８９．９９ｍｍの内径５８を有する、フレア部分５５を有する。閉鎖キャップ１
４は、環状スカート５４からの中心軸３２に対して平行な最大距離において、頂部平面４
５を画定する。例示のために、端部壁５０がテーブル面（図示せず）に静置された状態で
閉鎖キャップ１４を配置した場合は、テーブル表面が頂部平面にある。頂部平面４５と雌
ねじ６０の任意の部分との間の最短距離４７は、４．８５ｍｍである。環状プラグシール
７６の壁厚４９は、１．１９ｍｍである。
【００３７】
　図１１は、より詳細に示される、閉鎖キャップ１４の拡大断面図である。環状プラグシ
ール７６は、９０．６度の内部抜き勾配６１及び９０．５度の外部抜き勾配６３を有する
。隆起した環状キャップビード７４の端部壁からの突出距離６５は、０．７４ｍｍである
。閉鎖キャップ１４は、端部壁５０からの中心軸３２に対して平行な最大距離において、
底部平面５１を画定する。例示のために、環状スカート５４のフレア部分５５がテーブル
面（図示せず）に静置された状態で閉鎖キャップ１４を配置した場合は、テーブル表面が
底部平面５１にある。内部面取り７９は、閉鎖キャップの底部平面５１と４４．５度の内
部面取り角８１をなして表される。内部面取り幅８３は、０．９１ｍｍであり、底部平面
５１上への突出として測定される。
【００３８】
　図１２は、雌ねじのねじ山プロファイルの詳細を表す。ねじピッチは、０．２インチ（
５．０８ｍｍ）である。先行フランク角４３は、４５度である。後続フランク角４１は、
１０度である。本明細書で使用するときに、「先行フランク」は、ねじ山と噛合ねじ山と
を組み立てようとしているときに、噛合ねじ山に面するねじ山のフランクを意味する。後
続フランクは、先行フランクの反対側である。雌ねじ頂上３９は、１．１９ｍｍの雌ねじ
頂上幅３７を有する。雌ねじ高さ３５は、１．６３ｍｍである。
【００３９】
　図１３は、閉鎖キャップ１４及び容器１１、１１’、１１’’の係合の詳細を表す、再
密閉可能な容器及び閉鎖パッケージ１０、１０’、１０’’の一部分の拡大側断面図であ
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る。雌ねじ６０は、後続フランク３３において雄ねじ１６に係合する。隆起した環状首部
ビード１８は、環状スカート５４のフレア部分５５と接触し、該フレア部分を支持する。
隆起した環状首部ビード１８による環状スカート５４のフレア部分５５の支持は、衝撃中
の閉鎖キャップ１４の歪みに抵抗するのを補助し、また、本開示の優れた耐漏出性に寄与
する。隆起した環状キャップビード７４は、弾性環状リップ３８を僅かに偏向させ、弾性
環状リップ３８の外面４８に配置される密閉面４６に密閉係合する。環状プラグシール７
６は、環状リップ３８に密閉係合し、環状リップ３８との締まり嵌めを形成する。
【００４０】
　図１４に表される本開示の実施例において、閉鎖キャップ１４’にはプラグシールが含
まれない。図１４に表される実施例は、閉鎖キャップ１４’が容器１１、１１’、１１’
’に設置されたときに、閉鎖キャップ１４’の端部壁５０の内面８６と接触して保持され
て、閉鎖キャップ１４’と容器との間に密閉ガスケット８８を形成する、ライナーディス
ク８４を含む。閉鎖キャップ１４’が容器１１、１１’、１１’’から分離されたときに
、ライナーディスク８４を保持するために、環状スカート５４の内面６２には複数のライ
ナー保持ラグ９０が画定される。ライナーディスク８４は、接着剤（図示せず）によって
環状スカート５４の内面６２に貼付することができる。ライナーディスク８４は、コーテ
ィング発泡ライナーディスクとすることができる。一実施例において、ライナーディスク
８４は、約０．６４ｍｍの厚さを有することができる。一実施例において、ライナーディ
スク８４は、ライナー材料のシートを共押し出し加工し、該シートからライナーディスク
を切り取ることによって形成することができる。
【００４１】
　本開示の実施例において、閉鎖キャップ１４、１４’を容器１１に設置した状態での再
密閉可能な容器及び閉鎖パッケージ１０の内部容積９８は、約１．５クォート（１．４２
リットル）である。本明細書で使用するときに、再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージ１
０、１０’、１０’’の内部容積９８は、ＡＳＴＭ　Ｄ２９１１－１０「プラスチック瓶
に関する寸法及び許容差の標準仕様」（Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ
　ｆｏｒ　Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎｓ　ａｎｄ　Ｔｏｌｅｒａｎｃｅｓ　ｆｏｒ　Ｐｌａｓｔ
ｉｃ　Ｂｏｔｔｌｅｓ）の８．１節の「ボトル容量」（Ｂｏｔｔｌｅ　Ｃａｐａｃｉｔｙ
）、または同等物によって決定される、「ボトル容量」を意味する。
【００４２】
　他の実施例において、閉鎖キャップ１４、１４’を容器１１’に設置した状態での再密
閉可能な容器及び閉鎖パッケージ１０’の内部容積９８は、約１クォート（０．９５リッ
トル）である。更に他の実施形態において、閉鎖キャップ１４、１４’を容器１１’’に
設置した状態での再密閉可能な容器及び閉鎖パッケージ１０’’の内部容積９８は、約０
．５ガロン（１．８９リットル）である。
【００４３】
　閉鎖キャップ１４、１４’を容器１１、１１’、１１’’に設置した状態で、再密閉可
能な容器及び閉鎖パッケージ１０、１０’、１０’’は、容器の底部を１２フィートの高
さから滑らかな中実のコンクリート床に衝突させる落下試験の後に、いかなる可視的な水
漏れも生じない。
【００４４】
　本開示の実施例において、閉鎖キャップ１４、１４’を容器１１、１１’、１１’’に
最初に設置した後に標本に対して行われる落下試験と、その後の、閉鎖キャップ１４、１
４’を容器に３回目に設置した後に同じ標本に対して行われる落下試験との間で、標本の
密閉性能にいかなる低下も伴わずに、閉鎖キャップ１４、１４’を、再密閉可能な容器及
び閉鎖パッケージ１０、１０’、１０’’の標本に関して、少なくとも３回、容器１１、
１１’、１１’’に対して取り外し可能かつ再設置可能である。
【００４５】
　閉鎖キャップ１４、１４’は、閉鎖キャップ１４、１４’の部分間の脆弱接続部に打ち
勝つことなく、閉鎖キャップ１４、１４’の容器１１、１１’、１１’’への最初の設置
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【００４６】
　単語「ａ」及び「ａｎ」、並びに他の単数形の指示語の使用は、別途文脈上明らかに指
示のある場合を除き、明細書及び特許請求の範囲の双方において、複数形を含む場合があ
ることを理解されたい。
【００４７】
　本明細書に提供される範囲は、提示された範囲、及び提示された範囲内の任意の値また
はサブ範囲を含むことを理解されたい。例えば、約０度～約５度という範囲は、約０度～
約５度の明示的に記載された範囲だけでなく、１度、１．２度、２．５度、４．０度など
の別個の値、及び約１．５度～約４．５度、約２．０度～約３．０度などのサブ範囲も含
むものと解釈されたい。更に、値を記載するために「約」を利用したときには、提示され
た値からの僅かな変動（最大±１０％）を包含することを意味する。
【００４８】
　更に、明細書全体を通しての「ある実施例」、「別の実施例」、「一実施例」などの記
述は、実施例に関連して記載される特定の要素（例えば、特徴、構造、及び／または特性
）が、本明細書に記載される少なくとも１つの実施例に含まれ、他の実施例に存在する場
合もあれば、存在しない場合もあることを意味する。加えて、任意の実施例について記載
された要素は、別途文脈が明確に指示しない限り、様々な実施例において任意の適切な様
式で組み合わせられ得ることを理解されたい。
【００４９】
　いくつかの実施例が詳細に記載されているが、開示された実施例は、修正され得ること
が当業者に明らかになるであろう。したがって、上の説明は、限定的なものとみなすべき
ではない。

【図１】 【図２】
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